
H30 子どもの保健 神奈川県独自-7 

平成 30 年神奈川県 

国家戦略特別区域限定保育士試験問題 

子 ど も の 保 健

（選択式 20 問） 

指示があるまで開かないこと

解答用紙記入上の注意事項

１ 解答用紙と受験票の受験番号が同じであるか、カナ氏名・科目名を確認し、誤り

がある場合は手を挙げて監督員に申し出ること。

２ 漢字氏名を必ず記入すること。

３ 解答用紙は、折り曲げたりメモやチェック等の書き込みをしないこと。

４ 鉛筆またはシャープペンシル（ＨＢ～Ｂ）で、濃くはっきりとマークすること。

正しく記入・マークされていない場合は、採点できないことがあります。

（良い例）…

（悪い例）…

５ 各問に対し、２つ以上マークした場合は不正解とする。

６ 訂正する場合は、「消しゴム」であとが残らないように消すこと。

（濃くマークすること。はみだしは厳禁。）
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問１ 次の文は、医療的ケア児に関する記述である。不適切な記述を一つ選びなさい。 

 

１ 医療的ケア児とは、たんの吸引や経管栄養などの医療的なケアが日常的に必要な障害

児のことをいう。  

２ 地方公共団体には、医療的ケア児が適切な支援を受けることができるよう、体制整備

に関する努力義務が課されている。 

３ 保育所等は、医療的ケア児の対応や保護者の意向、受入体制などを勘案して受入を進

めることが重要である。  

４ 平成 28 年度の統計では、医療的ケア児は減少傾向にある。 

５ 医療的ケア児支援促進モデル事業では、児童発達支援事業所に通所する医療的ケア児

の保育所等との併行通園を促進している。 

 

 

問２ 次の文は、乳幼児の身長の測定に関する記述である。正しいものを○、誤ったもの

を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

  

Ａ ２歳未満の子どもは、仰臥位で身長を測定する。 

Ｂ ２歳未満の子どもの測定は２人で行う。 

Ｃ 仰臥位の測定では、頭頂部を移動板につけ、足底を固定板につけて値を読む。 

Ｄ 乳児では、両膝を軽く押さえて下肢を伸ばし、ミリメートル単位まで測定する。 

Ｅ 仰臥位と立位の測定値では、立位のほうが高くなる。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

１ ○ ○ × ○ ○ 

２ ○ ○ × ○ × 

３ ○ × ○ × × 

４ × ○ ○ × ○ 

５ × × ○ ○ × 
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問３ 次のうち、１歳６か月児健康診査において、「母子保健法施行規則」で示す健康診査

の項目として誤ったものを一つ選びなさい。 

 

１ 身体発育状況 

２ 精神発達の状況  

３ 予防接種の実施状況  

４ 視聴覚の検査 

５ 育児上問題となる事項 

 

 

問４ 次の文は、「幼児期運動指針」（平成 24 年 文部科学省）に関する記述である。正し

いものを○、誤ったものを×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 幼児の運動は、遊びや生活の中の身体活動も含めて、週３～４日、１日 60 分以上を目

安とする。 

Ｂ 幼児期は、運動を調整する能力が向上する時期である。 

Ｃ 幼児期から特定のスポーツのみを継続して取り組むことが望ましい。 

Ｄ 幼児期の運動は、その後の意欲的な態度や有能感の形成につながる。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ    

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ × ○ × 

３ ○ × × × 

４ × ○ ○ × 

５ × ○ × ○ 
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問５ 次の文は、「保育所保育指針」第３章「健康及び安全」の一部である。（ Ａ ）～

（ Ｅ ）にあてはまる語句の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

・ 保護者からの情報とともに、登所時及び保育中を通じて子どもの状態を（ Ａ ）し、

何らかの疾病が疑われる状態や傷害が認められた場合には、保護者に連絡するとともに、

嘱託医と相談するなど適切な対応を図ること。看護師等が配置されている場合には、そ

の専門性を生かした対応を図ること。 

・ 施設内外の適切な環境の維持に努めるとともに、子ども及び（ Ｂ ）が清潔を保つ

ようにすること。また、職員は（ Ｃ ）の向上に努めること。 

・ 事故防止の取組を行う際には、特に、（ Ｄ ）、プール活動・水遊び中、（ Ｅ ）等

の場面では重大事故が発生しやすいことを踏まえ、子どもの主体的な活動を大切にしつ

つ、施設内外の環境の配慮や指導の工夫を行うなど、必要な対策を講じること。 

 

（組み合わせ） 

   Ａ    Ｂ     Ｃ     Ｄ     Ｅ 

１ 確認  保護者  心身状態  登所時   食事中 

２ 確認  保護者  心身状態  睡眠中  園外保育 

３ 把握  保護者  衛生知識  登所時   食事中 

４ 観察  全職員  心身状態  睡眠中  園外保育 

５ 観察  全職員  衛生知識  睡眠中   食事中 
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問６ 次の文は、小児の１型糖尿病に関する記述である。正しいものを○、誤ったものを

×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 小児期に糖尿病を発症した場合は、１型糖尿病という。 

Ｂ インスリン療法が治療の基本である。 

Ｃ 基本的な治療として、食事制限の必要はない。 

Ｄ 肥満が原因で発症する。 

Ｅ 低血糖を起こした時には、不機嫌・空腹感・あくびなどの症状が見られる。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  

１ ○ ○ ○ × ○ 

２ ○ × ○ ○ × 

３ × ○ ○ × ○ 

４ × ○ × × × 

５ × × × ○ × 
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問７ 次の文は、保育所等における児童の健康診断に関する記述である。不適切な記述の

組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 保育所等における児童の健康診断については、学校保健安全法に準じて実施されてい

る。 

Ｂ 座高の検査が必須項目から削除されたことに伴い、身長曲線・体重曲線等を積極的に

活用することが重要となった。 

Ｃ 寄生虫卵の有無の検査が必須項目から削除されたが、検出率の地域差を考慮して、各

都道府県知事や各指定市長等の判断において、検査の実施や衛生教育の徹底などに取り

組む必要がある。 

Ｄ 「四肢の状態」の検査実施の判断については、嘱託医と相談することが望ましい。 

Ｅ 健康診断の結果、心身に疾病又は異常が認められず、健康と認められる児童について

は、保護者への結果の通知は必ずしも必要ではない。 

 

（組み合わせ）  

１ Ａ Ｂ  

２ Ｂ Ｅ 

３ Ｃ Ｄ 

４ Ｃ Ｅ 

５ Ｄ Ｅ 
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問８ 次の文は、病児保育事業に関する記述である。不適切な記述を一つ選びなさい。 

 

１ 病児と病後児の他、保育中に体調不良となった児童にも対応を図る。 

２ 非施設型（訪問型）の実施場所は利用児童の居宅の他、職員の自宅でもよい。 

３ 送迎対応ではタクシーの利用を原則とする。 

４ 病児及び病後児を担当する保育士は、利用児童おおむね３人につき１人以上配置する。 

５ 実施主体は市町村である。 

 

 

問９ 次の文は、咽頭結膜熱に関する記述である。正しいものを○、誤ったものを×とし

た場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 主症状には発熱、咽頭炎及び結膜炎がある。 

Ｂ 学校保健安全法施行規則で出席停止の期間が定められている感染症ではない。  

Ｃ 咽頭結膜熱はアデノウイルスが原因であり、年間を通じて発生する。 

Ｄ 感染経路は空気感染であり、同じ部屋にいると全員が感染する。  

Ｅ 予防として、流水と石鹸による手洗いと逆性石鹸による消毒を行う。  

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ   

１ ○ ○ × × ○ 

２ ○ × ○ × × 

３ × ○ ○ ○ × 

４ × ○ × ○ ○ 

５ × × ○ × ○ 
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問 10 次の文は、乳児の発達に関する記述である。「ＤＥＮＶＥＲⅡデンバー発達判定法」

に従って、Ａ～Ｅを発達順に並べた場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ バイバイをする 

Ｂ あやし笑い 

Ｃ 親指を使ってつかむ 

Ｄ 物に手を伸ばす 

Ｅ 喃語を話す 

 

（組み合わせ） 

１ Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ａ 

２ Ｂ→Ｄ→Ｅ→Ｃ→Ａ 

３ Ｄ→Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｅ 

４ Ｄ→Ｅ→Ｃ→Ａ→Ｂ 

５ Ｅ→Ｄ→Ｂ→Ｃ→Ａ 
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問 11 次の文は、「保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年改訂版）」（厚生労働

省）の衛生管理に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の

正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 保育所では日頃から、拭く、洗う、乾燥、日光消毒、熱消毒、消毒薬の使用等を行い

衛生管理に心がける。 

Ｂ おむつ交換は、保育室内であればどこで行っても良い。 

Ｃ 砂場は、夜間にシートを覆えば、定期的に掘り起こす必要はない。 

Ｄ 乳児が口に触れるすべてのおもちゃは、感染症流行時にかかわらず、毎日消毒薬によ

る消毒が必要である。 

Ｅ 消毒薬を希釈した場合に、使用期限は１週間とする。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

１ ○ ○ ○ × ○ 

２ ○ ○ ○ × ×  

３ ○ × × × × 

４ × ○ × ○ ○ 

５ × × × ○ × 

 

 

問 12 次の文は、風疹と先天性風疹症候群に関する記述である。誤ったものを一つ選びな

さい。 

 

１ 風疹は、発熱、発疹、リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性の感染症である。  

２ 妊娠 20 週頃までの妊婦が風疹ウイルスに感染すると、出生児が先天性風疹症候群を発

症する可能性がある。  

３ 先天性風疹症候群として、先天性心疾患、難聴、白内障などの障害が起こる。 

４ 先天性風疹症候群の予防として、妊婦に予防接種を勧めている。  

５ 麻疹・風疹（ＭＲ）混合ワクチンの定期予防接種の回数は、２回である。  
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問13 次の文は、「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガ

イドライン【事故防止のための取組み】～施設・事業者向け～」（平成28年３月 内閣

府）における事故の発生防止（予防）のための取組みに関する記述である。適切な記述

を○、不適切な記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ やわらかい布団の四隅をひもでベビーベッドにしっかり固定する。 

Ｂ プール指導を行う者とは別に専任の監視者を配置する。 

Ｃ 食事中は汁物などの水分は与えない。 

Ｄ 子どもには、飾りがない髪ゴムを使用するように、保護者に協力を求める。 

Ｅ 食物アレルギーの子どもの調理、配膳、食事提供においては、食事内容を記載した配

膳カードを作成して二重、三重のチェックを行う。 

 

（組み合わせ） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

１ ○ ○ ○ × × 

２ ○ ○ × × × 

３ ○ × ○ × ○ 

４ × ○ × ○ ○ 

５ × × ○ ○ × 
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問 14 次の【事例】を読んで、【設問】に答えなさい。  

 

【事例】 

Ｆ君（６歳、男児）は、注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）がある。担当保育士が全体

に新しい遊具の遊び方やルールを説明する間も落ち着きがない。Ｆ君にわかったかと聞く

と、「はい」と答える。遊具で遊び始めるとルールが守れず、他児とのけんかが始まった。 

 

【設問】 

Ｆ君への対応として最も不適切なものを一つ選びなさい。 

 

１ Ｆ君が「わかった」と言った場合でも、遊びの途中で今すべきことを何度か説明する。 

２ 遊びの途中でＦ君の名前を呼ぶ。 

３ Ｆ君が興奮してきたら、別の場所に移動させる。 

４ ルールが守れない時は、以前にもあった同様の出来事を具体的に思い出させて叱る。 

５ ルールが守れた時は、直後に簡潔な言葉で誉める。 

 

 

問 15 次の文は、平成 27 年厚生労働省「人口動態統計」による乳幼児の死亡に関する記

述である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選

びなさい。 

 

Ａ １～４歳児の死因の第３位は、不慮の事故である。  

Ｂ 乳児の不慮の事故による死亡の原因は、窒息が約 85％を占めている。  

Ｃ 乳児の死因の第１位は、乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）である。 

Ｄ 早期新生児死亡の減少により、乳児死亡率は改善傾向である。  

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ ○ 

３ × ○ ○ ×  

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ × 
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問 16 次の文は、乳児期における子どもの発達において重視すべき課題に関する記述であ

る。（ Ａ ）～（ Ｅ ）にあてはまる語句の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

・ （ Ａ ）の形成 

・ 人に対する基本的（ Ｂ ）の獲得 

・ 基本的な（ Ｃ ）の形成 

・ 十分な自己の発揮と他者の受容による（ Ｄ ）の獲得 

・ 道徳性や社会性の芽生えとなる遊びなどを通じた子ども同士の（ Ｅ ）の充実 

 

（組み合わせ） 

    Ａ       Ｂ     Ｃ          Ｄ      Ｅ 

１   愛着     信頼感  生活習慣  自己肯定感  体験活動 

２    愛着       思いやり  マナー    社会性    関係性 

３ 個性・適性  思いやり    人間性    社会性   体験活動 

４ 個性・適性   信頼感   マナー   自己肯定感    触れ合い 

５ 個性・適性   信頼感  生活習慣   社会性      触れ合い 
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問 17 次のうち、「予防接種法」で定める「定期の予防接種」のワクチンとして正しい組

み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 髄膜炎菌 

Ｂ ＢＣＧ 

Ｃ  おたふくかぜ 

Ｄ  水痘 

Ｅ  ロタウイルス 

 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ 

３ Ｂ Ｄ 

４ Ｃ Ｅ 

５ Ｄ Ｅ 
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問 18 次の【事例】を読んで、【設問】に答えなさい。 

 

【事例】 

Ｇ君（２歳、男児）の母親から「夜、なかなか眠らず、朝の寝起きが悪く困っている。」

と担当保育士に相談があった。 

 

【設問】 

担当保育士が母親に話す内容として、適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の

正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 眠らない時は、テレビを見せるように勧めた。 

Ｂ 保育所での昼寝時間を長めにして、夜の睡眠時間を補うことにする、と伝えた。 

Ｃ 朝起こす時にはカーテンを開けることを勧めた。  

Ｄ まず、病院で検査を受けるとよい、と話した。 

Ｅ 母親自身の一日の生活時間について質問した。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ   

１ ○ ○ × ○ × 

２ ○ × ○ × ○ 

３ × ○ ○ × × 

４ × ○ × ○ × 

５ × × ○ × ○ 
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問 19 次の文は、乳児期の発達に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を×

とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 「いないいないばあ遊び」を喜ぶ。 

Ｂ 特定のぬいぐるみやタオルケットなどを愛用する。 

Ｃ 入眠直後に夜驚症がみられる。 

Ｄ 知らない人に対して人見知りをする。 

Ｅ 保護者の後追いをする。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  

１ ○ ○ × ○ ○ 

２ ○ × ○ × × 

３ × ○ ○ ○ × 

４ × ○ × ○ ○ 

５ × × ○ ○ × 

 

 

問 20 次のうち、乳幼児期が好発年齢となる疾患として正しい組み合わせを一つ選びなさ

い。 

 

Ａ チック障害 

Ｂ 過敏性腸症候群 

Ｃ 過換気症候群 

Ｄ 起立性調節障害（ＯＤ） 

Ｅ 周期性嘔吐症候群 

 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｅ 

３ Ｂ Ｃ 

４ Ｃ Ｄ 

５ Ｄ Ｅ 


